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本
共
産
党
青
森
県
議
会
議
員 

 
 

安
藤
は
る
み
の 

新
・ア
ジ
サ
イ
だ
よ
り 

 

 
 

子
ど
も
の
貧
困
な
く
せ 

 
 

子
ど
も
の
貧
困
問
題
は
今
や
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
で
す
。

私
が
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
手
立
て
を
求
め
一
般
質
問
し
た

の
は
平
成
２
６
年
９
月
議
会
で
し
た
。
そ
の
時
に
一
戸
和
成

健
康
福
祉
部
長
は
「
平
成
２
７
年
４
月
か
ら
生
活
保
護
世

帯
を
含
む
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
の
実
施

を
検
討
す
る
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
県
と
し

て
の
実
施
例
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
時
で
し
た
の
で
と
て
も
嬉

し
い
答
弁
で
し
た
。
県
の
健
康
福
祉
部
長
の
ポ
ス
ト
は
厚
生

労
働
省
の
医
師
資
格
を
持
つ
キ
ャ
リ
ア
と
言
わ
れ
る
人
た
ち

が
座
る
場
所
で
す
。
一
戸
部
長
は
青
森
県
の
ご
出
身
で
弘

前
大
学
医
学
部
を
卒
業
さ
れ
弘
大
附
属
病
院
の
医
師
を
さ

れ
て
か
ら
厚
労
省
の
キ
ャ
リ
ア
に
な
った
方
で
す
。
と
て
も
経

済
的
に
苦
し
い
中
、
母
親
が
苦
労
し
て
大
学
進
学
を
後
押

し
し
て
く
れ
た
と
い
う
経
験
か
ら
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
に
も
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
作
って
あ
げ
た
い
と
い
う
お
話
を
伺

って
お
り
ま
し
た
。
議
会
で
の
私
た
ち
の
声
と
相
ま
って
部
長

の
意
気
込
み
が
後
押
し
に
な
った
の
か
、
２
８
年
度
の
予
算
に

は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
先
の
学
習
支

援
事
業
は
、
食
事
等
の
提
供
も
含
め
中
南
地
域
３
町
２
村
、

三
戸
地
域
６
町
１
村
に
拡
大
、
ひ
と
り
親
家
庭
児
童
サ
ポ

ー
ト
ゼ
ミ
は
黒
石
市
・
平
川
市
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
（
弘
前

市
は
市
独
自
に
実
施
）
さ
ら
に
貧
困
の
連
鎖
の
解
消
を
図
る

た
め
、
大
学
進
学
を
目
指
す
生
徒
に
返
還
免
除
型
１
０
０

万
円
の
奨
学
金
を
１
０
０
人
に
貸
与
す
る
と
い
う
制
度
も
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
県
内
居
住
か
県
内
就

業
す
れ
ば
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
条
件
は
つ
く

も
の
の
大
き
な
前
進
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
貧
困
が
な
く
な
る
社
会
を
め
ざ
し
政
治
の
転
換

が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
参
議
院
選
挙
は
大
い
に
頑
張
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 
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ん
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弾
む
笑
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の
子
に
も 

（
は
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み
の
ワ
ク
ワ
ク
川
柳
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■皆さんの「ご意見」・「ご要望」をお寄せ下さい。■「生活相談」お気軽にご連絡下さい。３月の相談対応 ７件。 
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３
月
２
８
日 

い
わ
ぶ
ち
友
参
議
院
比
例
代
表
予
定
候
補
と

共
に
街
頭
宣
伝 

３月２０日 戦争法廃止集会・パレードで山内崇民進党県連幹事

長、市議団と共に 

３
月
２
４
日 

朝
街
宣
五
重
塔
近
く
で 

市
内
各
箇
所
で
週
２
回
続
け
て
い
ま
す
。 

３
月
１
８
日 

環
境
厚
生
委
員
会
よ
り 

地
域
医
療
構
想
素
案
に
つ

い
て
市
町
村
・
医
療
機

関
・
県
民
の
議
論
を
尊
重

せ
よ 

●
津
軽
地
域
に
お
け
る
課

題
と
施
策
の
方
向
性
に
つ

い
て 

医
療
薬
務
課
長 

「
課
題
に
つ
い
て 

①
自
治
体
病
院
の
病
床
利
用

率
低
迷
な
ど
、
再
編
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
の
検
討
。 

②
病
院
輪
番
制
の
産
科
病
院

が
減
少
し
て
お
り
、
二
次
救

急
医
療
体
制
の
再
構
築
必
要

③
救
急
搬
送
に
よ
る
病
院
の

救
急
受
け
入
れ
態
勢
の
強

化
。 

方
向
性
に
つ
い
て 

①
高
度
医
療
や
専
門
医
療
、

救
急
医
療
な
ど
の
提
供
を
行

う
中
核
病
院
の
整
備 

②
そ
の
他
の
自
治
体
病
院
の

病
床
規
模
の
縮
小
、
診
療
所

化
、
機
能
分
化
、
中
核
病
院

と
の
連
携
の
構
築
や
在
宅
医

療
の
提
供
③
民
間
医
療
機
関

と
の
役
割
の
明
確
化
を
あ
げ

て
い
る
」 

●
中
核
病
院
の
具
体
案

あ
る
の
か 

 

医
療
薬
務
課
長
「
地
域
医
療

構
想
は
具
体
的
な
も
の
で
な

く
方
向
性
を
示
し
て
い
る
も

の
。
中
核
病
院
の
整
備
、
自

治
体
病
院
と
の
機
能
分
化
、

連
携
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
答
弁
。 

 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者

へ
の
支
援
、
断
酒
会
と
の

連
携
を 

福
祉
障
害
課
長
「
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
者
の
回
復
に
断
酒

会
の
取
組
は
有
効
で
あ
り
、

相
談
が
あ
っ
た
場
合
最
寄
り

の
断
酒
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し

て
い
る
。
精
神
保
健
セ
ン
タ

ー
で
県
内
の
一
覧
表
を
作
成

し
、
保
健
所
や
市
町
村
に
対

し
情
報
提
供
し
て
い
る
。
今

後
も
断
酒
会
と
連
携
し
て
ア

ル
コ
ー
ル
対
策
を
実
施
し
て

い
き
た
い
」 

再
処
理
工
場
の 

基
準
地
震
動
６
０
０
ガ

ル
か
ら
７
０
０
ガ
ル
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
が
そ

れ
で
安
全
と
は
言
え
な

い （
柏
崎
刈
羽
原
発
１
～
４
号

機
は
２
３
０
０
ガ
ル
） 

●
引
き
上
げ
ら
れ
た
要

因
と
再
処
理
工
場
に
影

響
が
あ
る
の
か 

原
子
力
安
全
対
策
課
長
「
基

準
地
震
動
は
事
業
者
が
策
定

し
た
も
の
で
、
出
戸
西
方
断

層
が
当
初
想
定
し
て
い
た
よ

り
も
長
い
こ
と
を
考
慮
し
て

地
震
の
規
模
を
７
０
０
ガ
ル

に
見
直
し
た
。
国
の
審
査
を

受
け
て
必
要
な
工
事
を
行
う

こ
と
に
な
る
。
現
時
点
で
は

平
成
３
０
年
度
上
期
と
し
て

い
る
竣
工
時
期
に
影
響
は
な

い
と
考
え
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
」 

★
他
、
国
の
方
針
が
変
わ
っ
た
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
範
囲
、

避
難
計
画
の
際
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

使
用
に
つ
い
て
県
の
考
え
方
を
質

し
ま
し
た
。 

県道３・４・２０号（ねぷた村から保健センター）の都市計画変更が示されているが住民

合意前提をと要望。 

この間１月１３日の公聴会、３月２７日の意見交換会に出席し、住民の皆さんの声を聴いてきました。 

３月１３日  日本共産党津軽女性

後援会主催「早春のつどい」で女性議

員による白波４人衆を披露 

 


